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「介護についての勉ヨ缶会」に参加して5街区船越任美
Ⅱ月25日、5街区集会所にて、高齢者

介護の現場で看護師として仕事をされてい
る松本富美子先生を講師に迎えて、45名
の参加者で健康教室ガ行われました。事例
を交えた松本先生の話や介護をしている方
の体験談・悩み事は、とても具体的で参考
になりました。

年を取ると運動や交流が少なくなりガち
なので、元気な暗がら挨拶でも自分から意識
して行動する事ガ人事だという話を、頷き
なガら聞きました。今、元気でも急に病気に

なったり、ケガをしたりする場合もあります
がら、介護や支援について困った時ほ、まず、
包括支援tンヲーに相談する事ガ大切です。

介護ガ必要な場合の介護審査や介護認定
についての話やデイサービス・デイケアの
内容の質問もあり、少し
理解できましたガ、介護にお
保険についてほ、わがら
ない事もあるので、勉強
会を続けていって欲しい
と思いました。

昭和62 年8 用、主人が脳内出血で倒れ、
医師に「右半身府庫で、寝たきリガ、車椅
子生活」と言われる。突然のことで頭が真っ
白になる。帰る家ガない、成人前の子ども
達とどう生活するの?

了ケ用後退院し、東京まで7年間リハビ
'」に通う。「これ以上は自宅でリハビリして

下さい。」と言われ病院
探し。介護保険もなく、
介護士さんの派遣ちない
時、毎日ガ夢中だった。

平成27年3度目の脳
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ローソク吹いて立ちくらみ

5街区番戸光枝
梗塞ガ発症し、喉に府庫、声も出難く、食
べることも難しくなる。延命措置はせず、
団地に帰りたいと反対を押し切って退院。
寝たきりの介護ガ始まる。昼夜なく食事の
世話、下の世話、屋ん取り。月一度のショー
トステイ、看護師の訪問で、リハビリ、凡
俗、往診も受けられた。息つく暇もない介
護の中で、気付いた事ガあります。「楽し
く介護すると自分のがらだも楽になる」と
いうことです。下用に急変し、私も最後ま
で家で看取ることが出来ました。

30年間、長いよつで短い介護でし虎。
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～  朝のラジオ体操  ～
5街区6街区の居住者はドソドン高齢化が進み、程度の差こそあれ加齢によ ""

る肩・腰・膝の痛みに辛い思いをしている人ほがなり多数いるのでほないでしょ
うが?文言血圧や糖尿病など循環器系の老化の為検査指教ガ正常値を越えて
いる故に食事や飲酒などの制約を医師や家族むら強いられている方も多数いる
のでほないでしょうか?すべて異常なしの人は稀な存在でしょう。

当団地でほ有志の方々の御尽力で健康指向に関しては積極的な活動がなされてありその一端と
して朝のラジオ体操が休日や祭日を除き行なわれています。

私も最初は参加していながっ芝のですが、家内に薦められて始めてみました処、体操に依る運
動で皿液の循環ガ良くなり爽やかさと活発な動作を得る事が出来ました。

今後ともこれを継続して行ない自分の健康寿命を維持して暮していきたいと思います。
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6街区
囲碁同好会の紹介

広  報  部
昨年12 月1 o 日防災講習会時に5 街区管

理組含で救急医療キッドを配布しましたガ、
そのあとすぐにそれガ役に立ちました。

Yさんがら尋常でない電話を受けどうしま
した? と飛んでいくと苦しいとあっしやる
のですぐ救急車を呼んでもらいました。救急、
隊員の方ガ、いつもかかっている病院は?
薬は何を飲んでいますが?この書類に記入
してください、次がら次の質問にYさんのす
ぐ用意し屋キッドガとても役に立ちました。
苦しい中でYさんほ、いちいち答えなくても
このキッドガ助けてくれました。

もちろん、Yさんほ病院にすぐ搬送され無
事でし芝。・

早
立がら35年経ちます。
飽きも
のと思っています。
宴などで盛り土ガ
ありました。ここまで続けられたのも、囲碁の
魅力ガあったがらと思います。

そこで囲碁の魅力として囲碁歴史を紹介しま
す。囲碁の基盤を築いたのほ京都の僧侶、不因

，"，
坊算砂と云われています。戦国武将の信長、秀
吉、家康がら愛され、江戸城で将軍の前で碁を
打ったり、報酬を受けたりしたそうです。

今後も楽しみなガら囲碁を続けていき芝いと
思います。
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元気サロ ン :ごむの木
今、日本中、5・6街区も同じく高齢化社会になって

あります。その為に国としてほ介護予防・日常生活支援
総合事業を行い、地域で介護予防を目的とする交流の場
の準備及び運営する団体の運営費を補助してあります。
その乏め高齢者の閉じこもりや孤立を予防し、人と人の
つなガりを通じて高齢者の集いの場が継続的に拡大するような地域づくりを交接することになりました。
我が5・6街区にも今年l用より上記の予防サロン 「元気サロソ:ごさの本」ガ始まりました。特に改め
て始まったわけでなく、今まで元気体操をやっていましたガ、その体操のほがにコグニワイズ、脳トし、ヴ一
ム、歌を歌う等、介護予防につながることなどを加えて皆さん元気に楽しく生活できるように、というサ
ロソです。どな芝でも無料で@参加できますので、お気軽に参加下さい。


